
  
講
演
１ 「

現
代
に
生
き
る
津
田
梅
子
か
ら
の
学
び
」 

 

津
田
塾
大
学
学
芸
学
部
教
授  

大
類
　
久
恵 

先
生

津
田
梅
子
の
生
涯
と
津
田
塾
大
学

　

津
田
梅
子
は
、
元
治
元
年（
１
８
６
４
）12
月
に
、
佐
倉

出
身
の
津
田
仙
、
初
子
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

梅
子
の
生
涯
の
大
き
な
転
機
は
、
明
治
４
年（
１
８

７
１
）
11
月
に
開
拓
史
派
遣
の
女
子
留
学
生
と
し
て
渡

米
し
た
こ
と
で
す
。
乗
船
時
は
６
歳
で
、
船
上
で
７
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
近

郊
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
に
住
む
ラ
ン
マ
ン
夫
妻
に
預
け

ら
れ
、
初
等
・
中
等
教
育
を
受
け
ま
し
た
。

　

明
治
15
年
に
17
歳
で
帰
国
。
10
年
の
滞
在
で
し
た
。

帰
国
後
、
明
治
18
年
に
華
族
女
学
校
教
師
補
、
後
に
教

授
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
）７
月
、
華
族
女
学
校
を
休
職

し
て
24
歳
で
再
び
渡
米
、
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
に
入
学
、

明
治
25
年
に
卒
業
し
て
帰
国
し
ま
す
。
帰
国
後
は
復
職

し
、
そ
の
後
、
高
等
師
範
学
校
教
授
を
兼
任
し
ま
し
た
。

明
治
33
年（
１
９
０
０
）、
35
歳
で
辞
職
し
、
現
在
の
東

京
都
千
代
田
区
に
女
子
英
学
塾
を
開
校
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
津
田
塾
大
学
の
前
身
で
す
。

　

大
正
４
年（
１
９
１
７
）、
53
歳
で
病
を
発
し
、
二
年

後
に
運
営
か
ら
退
き
、
昭
和
4
年（
１
９
２
９
）に
64
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
校
舎
は
、
大
正
10
年（
１
９
２
３
）の
関
東
大

震
災
の
翌
日
の
火
災
に
よ
っ
て
全
焼
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
規
模
拡
大
に
備
え
て
、
そ
の
前
年
に
現
在
の
東
京

都
小
平
市
に
二
万
五
千
坪
の
土
地
を
購
入
し
て
い
ま
し

し
、
日
本
語
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
英
語
の
方
を

使
い
慣
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
、
海
外
渡
航
は

特
別
な
体
験
で
あ
り
、
通
常
で
は
で
き
な
い
体
験
で
し

た
が
、
代
償
も
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

二
度
目
の
留
学
先
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
の
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
で
、
三
年
間
の
留
学

で
し
た
。
華
族
女
学
校
を
休
職
し
て
自
分
の
意
志
で
留

学
し
ま
し
た
。
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
で
は
生
物
学
を
学
び
、

カ
エ
ル
の
卵
を
研
究
し
て
論
文
を
書
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
学
は
、
梅
子
が
留
学
す
る
四
年
前
、
１
８
８

５
年
に
女
子
大
学
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
二
代
目

学
長
は
Ｍ
・
ケ
ア
リ
・
ト
ー
マ
ス
と
い
う
女
性
で
す
が
、

優
秀
な
研
究
者
で
、
男
性
と
同
等
の
高
等
教
育
を
女
性

に
授
け
る
と
い
う
指
針
を
も
と
に
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

梅
子
は
日
本
の
女
性
教
育
の
後
進
性
を
意
識
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
ア
メ
リ
カ
の
女
性
教
育
は
進

ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
男
女
同

等
の
高
等
教
育
は
、
１
８
７
０
～
１
８
８
０
年
代
か
ら

で
し
た
。
女
性
の
教
育
は
、
１
７
８
３
年
の
建
国
当
初

か
ら
そ
れ
な
り
に
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
は
「
共
和

国
の
母
」
と
し
て
市
民
を
育
て
る
の
だ
か
ら
教
育
を
与

え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

初
等
中
等
教
育
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
部
開
拓
に
伴
い
、
高
等
教
育
、
特
に
職
業
高
等
教

育（
農
学
、
工
学
、
教
職
等
）が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
モ
リ
ル
法
に
基
づ
き
連
邦
政
府

の
予
算
で
男
女
共
学
の
州
立
大
学
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

た
だ
し
女
性
と
男
性
に
全
く
同
じ
教
育
が
与
え
ら
れ
て

い
た
の
で
は
な
く
、L

a
d
ie

s d
e
p
a
rtm

e
n
t

と
し
て
、

女
性
に
は
男
性
と
は
違
う
学
問
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
最
重
要
だ
っ
た
の
が
、
教
員
養
成
課
程
で
す
。

教
育
は
、
子
供
を
育
て
る
、
市
民
を
育
て
る
、
そ
う
い

う
役
割
の
延
長
に
あ
り
ま
す
の
で
、
女
性
が
入
れ
る
領

域
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

一
方
で
哲
学
、
音
楽
、
芸
術
な
ど
、
実
学
以
外
を
男

性
と
同
等
に
学
べ
る
高
等
教
育
機
関
が
女
子
大
学
と
し

て
創
立
さ
れ
た
の
は
19
世
紀
の
半
ば
以
降
で
す
。
１
８

６
５
年
に
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
が
、
１
８
７
５
年
に
ウ
ェ

ル
ズ
レ
ー
大
学
が
、
１
８
８
５
年
に
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学

が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
女
子
大
学
で
は
男
性

の
大
学
に
匹
敵
す
る
高
等
教
育
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
梅
子
が
こ
の
時
期
に
、
男
性
と
同
等
の
高
度
な
教

育
が
与
え
ら
れ
る
女
子
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
は
重
要
で

す
。

　

１
８
７
０
～
１
８
８
０
年
代
は
、
高
等
教
育
機
関
、

大
学
で
学
ぶ
最
初
の
ア
メ
リ
カ
女
性
を
輩
出
し
た
時
期

で
す
。
そ
の
時
期
に
梅
子
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
梅
子
は
、
大
学
で
学
ぶ
女
性
と
し
て
日

本
人
で
最
初
の
世
代
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
ア
メ
リ

カ
で
も
最
初
の
世
代
で
あ
っ
た
女
性
た
ち
と
同
じ
場
で

学
ん
だ
の
で
す
。
梅
子
と
と
も
に
留
学
し
、
少
し
年
長

の
大
山
捨
松
と
瓜
生
繁
子
は
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学
を
卒
業

し
、
先
に
帰
国
し
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
も
ま
た
、
ア

メ
リ
カ
で
高
等
教
育
を
受
け
た
第
一
世
代
の
女
性
た
ち

と
と
も
に
学
び
、
帰
国
し
ま
し
た
。

　

高
等
教
育
を
修
め
た
女
性
に
と
っ
て
教
育
者
と
な
る

こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
教
職
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
特
に
初
等
・
中
等
教
育
に
関
し
て
い
え

ば
、
女
性
が
就
け
る
、
女
性
に
向
い
て
い
る
職
業
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
女
性
に
は
子
供
を
育

て
る
、
市
民
を
育
て
る
、
そ
う
い
う
責
任
が
あ
っ
た
こ

と
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
す
。

２ 
梅
子
を
支
え
て
き
た
も
の

　

一
つ
は
、
官
費
留
学
生
と
し
て
の
責
務
で
す
。
こ
れ

た
。
梅
子
の
死
後
、
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）に
そ
の
地

に
新
校
舎
を
建
築
し
ま
し
た
。
現
在
の
小
平
キ
ャ
ン
パ

ス
で
す
。

現
代
に
生
き
る
津
田
梅
子
か
ら
の
学
び

１ 
海
外
留
学

　

６
歳
の
少
女
に
と
っ
て
海
外
留
学
は
と
て
も
大
き
な

出
来
事
で
す
。
親
に
と
っ
て
も
大
き
な
決
断
で
あ
り
、

大
き
な
何
か
を
見
据
え
て
の
決
断
な
の
だ
ろ
う
と
想
像

し
ま
す
。

　

当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
、
南
北
戦
争
後
、
分
裂
し
た
国

家
が
再
び
一
つ
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
し
た
。
こ
の

時
代
は
ま
た
、
大
規
模
な
工
業
化
、
都
市
化
の
時
代
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
ア
メ
リ
カ
で
梅
子
は
少
女

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
英
語
を
身
に
つ
け
て

い
く
一
方
で
母
語
の
日
本
語
を
使
え
な
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
帰
国
時
に
母
親
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
特
異
と

も
言
え
る
体
験
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
で
あ
る

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
マ
ン
も
同
様
に
考
え
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

昭
和
59
年
、
津
田
塾
大
学
で
膨
大
な
英
文
の
手
紙
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
梅
子
が
ラ
ン
マ
ン
夫
妻
に
宛
て
た

も
の
で
し
た
。
ラ
ン
マ
ン
氏
は
、
梅
子
の
体
験
を
い
ず

れ
本
に
ま
と
め
よ
う
と
考
え
て
い
た
ら
し
く
、
手
紙
を

保
管
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ラ
ン
マ
ン
夫
妻
が
亡

く
な
り
、
英
学
塾
教
員
だ
っ
た
ア
ナ
・
ハ
ー
ツ
ホ
ン
に

届
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ア
ナ
の
荷
物
か
ら
発
見
さ
れ
、

現
在
は
津
田
梅
子
資
料
室
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
体
験
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
母
語
の
再
習
得
が
か

な
り
困
難
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
後
に
は
日
本
語
を
習
得

津田　梅子
(津田塾大学津田梅子資料室所蔵)

敬
愛
大
学
出
張
講
座　

津
田
塾
大
学
・
女
子
美
術
大
学
・
敬
愛
大
学　

３
大
学
連
携

明
治
１
５
０
年　

津
田
梅
子
・
佐
藤
志
津
に
学
ぶ　

～
国
際
社
会
に
向
き
合
う
女
性
た
ち
～

  

平
成
30
年
12
月
15
日
に
佐
倉
市
立
中
央
公
民
館
が
、
佐
倉
市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
３

大
学
か
ら
講
師
を
招
き
、
敬
愛
大
学
と
共
催
で
同
大
学
出
張
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
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は
三
人
の
女
子
留
学
生
が
と
も
に
考
え
て
い
た
こ
と
で

す
。
日
本
女
性
の
教
育
に
尽
く
し
た
い
、
特
に
日
本
女

性
が
高
等
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

二
つ
目
は
、
女
性
の
地
位
、
高
等
教
育
に
お
け
る
日

米
格
差
の
大
き
さ
で
す
。
梅
子
が
留
学
し
た
当
時
の
ア

メ
リ
カ
は
、
よ
う
や
く
女
性
の
高
等
教
育
を
実
現
さ
せ

た
と
こ
ろ
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
高
等
教
育
を
受
け
た

第
一
世
代
の
女
性
た
ち
は
、
卒
業
後
、
教
育
者
、
研
究

者
、
改
革
者
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
女
性
が
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、
女

性
が
専
門
職
に
就
く
機
会
が
な
い
。
そ
こ
に
格
差
が
あ

り
ま
し
た
。
日
本
女
性
に
は
、
職
業
婦
人
と
し
て
キ
ャ

リ
ア
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
の
場
が
な
い
、
求
め

ら
れ
て
い
な
い
。
な
ら
ば
自
分
で
学
校
を
作
る
と
い
う

夢
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

３ 

日
米
女
性
た
ち
の
連
帯

　

日
本
の
女
性
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
を
作
る
。
こ

れ
は
女
性
た
ち
の
連
帯
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
ま

し
た
。

　

津
田
塾
大
学
津
田
梅
子
資
料
室
に
三
点
の
写
真
が
あ

り
ま
す
。
和
装
の
五
人
の
留
学
生
の
う
ち
、
思
春
期
に

さ
し
か
か
る
二
人
は
一
年
位
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
の
た
め

帰
国
し
、
幼
い
三
人
、
梅
子
、
大
山（
山
川
）捨
松
、
瓜

生（
永
井
）繁
子
が
残
り
ま
し
た
。
皇
后
に
拝
謁
す
る
前

に
撮
影
し
た
の
で
し
ょ
う
。
渡
米
後
の
写
真
は
洋
装
で

す
。
梅
子
、
捨
松
、
繁
子
の
三
人
で
写
る
写
真
も
あ
り

ま
す
。
三
人
は
生
涯
親
友
、
盟
友
、
同
志
と
し
て
日
本

の
女
子
教
育
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

梅
子
よ
り
年
長
の
大
山
捨
松
は
、
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大
学

を
卒
業
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
日
本
初
の
学
士
号
を

取
っ
た
女
性
で
す
。
明
治
15
年（
１
８
８
２
）に
帰
国
、

そ
の
翌
年
に
親
子
程
の
年
上
の
大
山
巌
陸
軍
卿
と
結
婚

し
、
伯
爵
夫
人（
後
に
公
爵
夫
人
）と
な
り
ま
し
た
。
捨

松
は
、
そ
の
知
名
度
を
よ
い
意
味
で
活
用
し
、
多
方

面
で
梅
子
を
支
援
し
ま
し
た
。
そ
し
て
女
子
英
学
塾
の

顧
問
、
同
窓
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
英
学
塾
の
経
済
的

な
危
機
に
は
母
校
の
卒
業
生
か
ら
寄
付
を
集
め
ま
し
た
。

大
正
６
年（
１
９
１
９
）に
58
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因
で
し
た
。

津
田
塾
大
学
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
日
米
女
性
の
連
帯
は
、
女
性
の
高
等
教
育

が
ま
だ
夢
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
は
終
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す

が
、
今
日
で
も
な
お
女
性
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
生

き
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
も
医
学
部
入

試
の
不
平
等
問
題
が
起
き
た
り
し
て
い
ま
す
。
連
帯
は

ま
だ
ま
だ
必
要
で
す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た  

#
M

e
T

o
o

運
動
の
よ
う
に
、
女
性
の
連
帯
は
、
こ
れ
か

ら
も
女
性
へ
の
差
別
撤
廃
運
動
や
女
性
の
社
会
進
出
を

支
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

講
演
２ 「

私
立
女
子
美
術
大
学
を
支
え
た
佐
倉 

出
身
の
偉
人 

佐
藤
志
津
の
生
涯
と
功
績
」 

 

女
子
美
術
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学
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先
生

佐
藤
志
津
の
生
涯
と
功
績

　

佐
藤
志
津
は
、
嘉
永
４
年（
１
８
５
１
）に
山
口
舜
海
、

さ
だ
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
舜
海
は
下
総
の

小
見
川
藩
の
医
者
の
次
男
で
、
佐
倉
順
天
堂
に
学
び
ま

す
。
そ
こ
で
才
能
が
認
め
ら
れ
、
佐
藤
泰
然
の
後
継

者
・
養
子
に
な
り
、
志
津
も
２
歳
で
佐
藤
家
の
一
員
に

な
り
ま
す
。

　

舜
海
は
、
佐
藤
尚
中
と
改
名
し
、
長
崎
で
西
洋
医
学

を
学
び
、
佐
倉
養
生
所
を
開
設
し
ま
し
た
。
明
治
に
な

る
と
大
学
東
校
初
代
校
長
に
就
任
し
、
日
本
の
近
代
医

学
と
そ
の
教
育
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

志
津
は
、
幼
少
期
か
ら
、
漢
学
・
国
学
を
学
び
、
８

歳
か
ら
三
味
線
、
長
刀
、
香
、
花
、
茶
道
を
学
び
ま
し

た
。
13
歳
で
堀
田
正
睦
の
息
女
・
松
姫
の
お
相
手
と
な

り
、
御
殿
で
茶
道
な
ど
稽
古
事
を
一
緒
に
学
び
ま
し
た
。

16
歳
の
時
、
佐
藤
進
と
結
婚
し
ま
し
た
。

　

進
は
、
安
政
６
年（
１
８
５
９
）に
佐
倉
順
天
堂
に
入

塾
し
、
尚
中
の
後
継
者
・
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
明
治

２
年（
１
８
６
９
）、
明
治
政
府
の
公
式
旅
券
第
一
号
を

得
て
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
ま
し
た
。

東
洋
人
初
の
医
学
博
士
号
を
取
得
し
て
、
明
治
８
年
に

帰
国
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
順
天
堂
院
長
や
東
京
大

学
医
学
部
第
一
・
第
二
医
院
院
長
を
務
め
る
一
方
、
西

南
戦
争
、
日
清
戦
争
の
際
に
は
陸
軍
軍
医
監
と
な
り
、

明
治
28
年（
１
８
９
５
）に
は
陸
軍
軍
医
総
監
に
就
任
し

ま
し
た
。

　

志
津
は
社
会
貢
献
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
明
治
12
年

に
東
京
・
茅
場
町
に
孤
児
や
貧
し
い
子
供
た
ち
を
救
済

す
る
福
田
会
育
児
院
が
設
立
さ
れ
る
と
、
婦
人
部
で
あ

る
福
田
会
恵
愛
部
の
設
立
発
起
人
と
な
っ
て
尽
力
し
ま

し
た
。

　

明
治
17
年
、
女
性
の
医
術
開
業
試
験
受
験
が
可
能
と

な
り
、
女
性
に
医
師
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
志
津
は
、

進
と
共
に
彼
女
た
ち
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
三

番
目
の
女
医
、
高
橋
瑞
子
は
、
後
期
試
験
の
臨
床
実
験

で
は
順
天
堂
病
院
で
学
び
ま
し
た
。
入
学
金
は
進
の
配

慮
で
免
除
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
開
業
時

に
は
志
津
が
資
金
援
助
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
岡
彌
生
は
、
医
学
校
・
済
生
学
舎
の
在
学
中
、
医

師
開
業
資
格
取
得
後
も
順
天
堂
医
院
に
実
地
見
学
に
通

い
ま
し
た
。
そ
の
後
彌
生
は
明
治
33
年（
１
９
０
０
）に

東
京
女
医
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。

私
立
女
子
美
術
学
校
の
創
立

　

私
立
女
子
美
術
学
校
は
、
明
治
33
年
10
月
に
横
井
玉

子
・
藤
田
文
蔵
・
谷
口
鐵
太
郎
・
田
中
晋
に
よ
り
創
立

し
ま
し
た
。

　

玉
子
は
、
明
治
5
年
に
18
歳
で
結
婚
し
ま
し
た
。
三

年
後
に
夫
が
病
没
、
熊
本
か
ら
上
京
し
、
東
京
府
師
範

学
校
に
て
裁
縫
・
女
礼
式（
作
法
）の
教
員
資
格
を
取
得

し
て
教
員
と
し
て
自
立
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
キ
リ

ス
ト
教
徒
に
な
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
新
栄
女

　

瓜
生
繁
子
は
、
明
治
14
年
に
帰
国
し
、
瓜
生
外
吉
と

い
う
軍
人
と
結
婚
し
ま
し
た
。
繁
子
も
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
大

学
に
入
学
し
て
、
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ア
ー
ツ
の
音
楽
専
攻

で
ピ
ア
ノ
演
奏
コ
ー
ス
を
卒
業
し
ま
し
た
。
帰
国
の
翌

年
に
文
部
省
音
楽
取
調
掛
、
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
音

楽
学
部
の
教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
給
与
は
か
な

り
の
高
額
で
し
た
。
し
か
も
七
人
の
子
を
産
み
育
て
た
、

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
で
し
た
。

明
治
35
年
に
退
職
し
、
女
子
英
学
塾
の
社
員
と
な
り
ま

す
。
捨
松
の
死
後
も
梅
子
を
支
え
続
け
、
梅
子
よ
り
一

年
早
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

梅
子
を
支
え
た
ア
メ
リ
カ
人
女
性
も
い
ま
す
。
ア
リ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
と
ア
ナ
・
ハ
ー
ツ
ホ
ン
で
す
。

　

ア
リ
ス
は
、
捨
松
の
ホ
ス
ト
シ
ス
タ
ー
で
し
た
。
捨

松
は
帰
国
前
に
ア
リ
ス
に
自
分
た
ち
の
学
校
創
設
へ
の

協
力
を
依
頼
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
明
治
21
年
に
梅
子

が
ア
リ
ス
を
華
族
女
学
校
講
師
と
し
て
招
請
し
ま
し
た
。

ア
リ
ス
は
一
年
間
滞
在
し
、
梅
子
と
一
緒
の
家
に
住
み

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
梅
子
は
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
に
留
学
し
、
ア

リ
ス
も
帰
国
を
し
ま
し
た
。
帰
国
し
た
ア
リ
ス
は

Ja
p
a
n

e
se

 G
ir

ls a
n

d
 W

o
m

e
n

を
出
版
し
ま
し
た
。

梅
子
が
女
子
英
学
塾
を
創
立
す
る
と
、
ア
リ
ス
は
再
来

日
し
、
そ
こ
で
教
師
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
来
日
前
に

梅
子
の
学
校
を
支
援
す
る
た
め
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

で
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
梅
子
が
ブ
リ
ン
マ
ー
大
学
で
出
会
っ
た
ア

ナ
・
ハ
ー
ツ
ホ
ン
も
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ナ
は
、

学
校
創
設
時
に
は
教
師
と
し
て
来
日
し
ま
し
た
。
関
東

大
震
災
で
校
舎
が
全
焼
し
た
と
き
に
は
、
復
興
資
金
を

集
め
る
た
め
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
い
た
安
孫
子
余
奈
子（
梅
子
の
妹
）が
一
緒

に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
行
き
、
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
募
金
で
１
９
３
１
年
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、

津
田
塾
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
、
本
館
の
ハ
ー
ツ
ホ
ン
ホ
ー

ル
で
す
。

　

女
子
英
学
塾
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
委
員
会
の
女

性
た
ち
が
支
え
た
の
で
す
。
千
駄
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の

建
物
に
は
ア
リ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
ホ
ー
ル
と
い
う
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
と
ア
リ
ス
は
、
そ
の
名
を

佐藤　志津
(画像資料提供「女子美術大学歴史資料室」)
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学
校（
後
の
女
子
学
院
）の
教
職
に
就
き
ま
す
。
事
務
監

督
も
担
当
し
、
そ
の
後
は
料
理
・
図
画
、
宿
舎
舎
監
も

担
当
し
ま
し
た
。

　

社
会
活
動
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。
廃
娼
・
禁
酒
禁

煙
・
一
夫
一
婦
制
の
確
立
を
目
的
と
す
る
東
京
婦
人
矯

風
会
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
他
に
女
性
の
自
活
の
た

め
の
職
業
訓
練
機
関
で
あ
る
女
子
慈
愛
館
の
設
立
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

藤
田
文
蔵
は
、
明
治
9
年
日
本
初
の
官
立
美
術
学

校
・
工
部
美
術
学
校
彫
刻
学
科
で
塑
造
を
学
び
、
写
実

的
な
作
風
の
彫
刻
家
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
東
京
美
術
学
校（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）彫
刻
科

で
教
え
、
明
治
33
年
に
同
塑
造
科
で
教
授
を
務
め
ま
し

た
。
私
立
女
子
美
術
学
校
開
校
後
は
、
東
京
美
術
学
校

教
授
と
私
立
女
子
美
術
学
校
校
長
を
兼
務
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
、
晩
年
は
伝

道
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
立
女
子
美
術
学
校
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
は
、
東

京
府
に
提
出
し
た
私
立
学
校
設
立
願
に
芸
術
に
よ
る
女

性
の
自
立
・
女
性
の
社
会
的
地
位
の
向
上
・
専
門
の
技

術
家
・
美
術
教
師
の
養
成
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
玉

子
が
矯
風
会
で
活
動
し
た
思
い
、
教
員
と
し
て
自
立
し

て
生
き
て
き
た
経
験
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
学
科
編
成
は
、
本
科
普
通
科
・
同
高
等
科
・

選
科
普
通
科
・
同
高
等
科
・
研
究
科
の
五
科
が
あ
り
、

各
科
に
日
本
画
・
西
洋
画
・
彫
塑
・
蒔
絵
・
編
物
・
造

花
・
刺
繍
・
裁
縫
の
八
学
科
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
42

年
に
各
専
攻
に
高
等
師
範
科
を
設
置
し
、
大
正
4
年
か

ら
13
年
に
か
け
て
各
専
攻
で
卒
業
生
に
中
等
教
員
資
格

が
無
試
験
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
絵
画

科
は
図
画
科
の
教
員
免
許
で
す
が
、
当
時
は
、
東
京
女

子
師
範
大
学（
現
在
の
御
茶
ノ
水
女
子
大
学
）な
ど
に
限

定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
立
学
校
で
認
め
ら
れ
た
の
は

非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
当
時
官
立
の
美

術
学
校
は
女
子
の
入
学
を
認
め
ず
、
女
子
の
入
学
は
、

私
立
女
子
美
術
学
校
が
ほ
ぼ
唯
一
で
し
た
。

　

私
立
女
子
美
術
学
校
創
立
の
明
治
33
年
は
、
女
子
英

学
塾
・
東
京
女
医
学
校（
東
京
女
子
医
科
大
学
）と
い
っ

た
、
高
度
な
専
門
教
育
を
目
指
す
女
子
高
等
教
育
機
関

が
う
ま
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

同
年
、
女
子
教
育
の
功
労
者
と
し
て
勲
六
等
を
叙
さ

れ
、
宝
冠
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
女
子
英
学

塾
の
津
田
梅
子
や
女
子
学
院
の
矢
嶋
楫
子
も
叙
勲
さ
れ
、

新
聞
に
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
７
年
帝
国
教
育
会

よ
り
教
育
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
正
６
年
に
財
団
法
人
に
移
行
し
、
佐
藤
進
が
理
事

長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
７
年
に
流
行
性
感

冒
に
か
か
り
静
養
し
ま
し
た
が
、
翌
年
67
歳
で
な
く
な

り
ま
し
た
。

仮
説
・
進
の
学
び
が
志
津
に
影
響
を
与
え
た

　

本
人
の
著
作
も
な
く
、
佐
藤
志
津
研
究
は
深
め
ら
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
進
の
日
記
を
読
む
と
、
ベ
ル
リ

ン
大
学
留
学
で
進
が
学
ん
だ
こ
と
が
志
津
に
影
響
を
与

え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

進
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学
中
に
普
仏
戦
争
が
始
ま
り
、

ベ
ル
リ
ン
郊
外
の
臨
時
病
院
で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

当
時
の
日
記
に
は
進
が
奇
異
に
感
じ
、
驚
い
た
こ
と
が

二
つ
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
白
衣
の
女
性
が
患
者
の
食
事
や
排
泄
を
介

助
す
る
こ
と
を
見
た
こ
と
で
す
。
彼
女
た
ち
は
赤
十
字

社
の
篤
志
看
護
婦
で
し
た
。

　

次
に
看
護
婦
が
ド
イ
ツ
兵
と
フ
ラ
ン
ス
人
捕
虜
を
同

等
に
看
護
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
進
は
慶
応
４
年（
１

８
６
８
）
の
戊
辰
戦
争
に
軍
医
と
し
て
従
軍
し
て
い
た

の
で
比
較
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
法
学
を
聴
講
し
、
敵
の
定
義
を
知
り
ま
し
た
。

負
傷
し
、
武
器
を
放
棄
し
た
者
は
敵
で
は
な
い
、
救
助

す
べ
き
と
い
う
人
道
主
義
で
し
た
。
進
は
、
疑
問
が
解

け
、
感
心
し
た
と
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

進
は
帰
国
後
、
西
南
戦
争
、
日
清
・
日
露
戦
争
で
軍

医
監
・
軍
医
総
監
を
務
め
ま
し
た
が
、
留
学
で
学
ん
だ

人
道
主
義
の
精
神
は
こ
の
と
き
に
活
か
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
19
年
、
日
本
は
赤
十
字
条
約
に
加
盟
し
、
翌
年

に
日
本
赤
十
字
社
篤
志
看
護
婦
人
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
志
津
は
、
明
治
27
年
に
篤
志
看
護
婦
に
な
り
ま
し

た
。
進
の
話
に
共
感
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

志
津
の
社
会
貢
献
活
動
の
背
景
に
は
夫
、
進
か
ら
学

ん
だ
人
道
主
義
、
博
愛
、
平
等
、
人
権
の
尊
重
の
思
想

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
校
主
と
な
っ
て

も
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
明
治
38
年
、
宮
城
・
福

島
・
岩
手
県
の
凶
作
で
は
白
米
九
斗
を
送
り
、
職
員
生

徒
一
同
と
し
て
金
50
円
を
送
金
し
ま
し
た
。

現
在
も
生
き
る
佐
藤
志
津
の
教
え

　

女
子
美
術
大
学
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
学
科
で
は
、
東
日

本
大
震
災
で
避
難
し
た
人
々
の
ス
ト
レ
ス
を
ア
ー
ト
で

ケ
ア
す
る
た
め
子
供
た
ち
と
制
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
に
よ
る
医
療
・
福
祉
施
設
の
環

境
改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
小
児
外
来
の
診
察

室
に
昔
話
の
絵
を
描
き
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
潜
水
艦

に
見
立
て
て
、
海
底
旅
行
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
部
屋
に
し

て
い
ま
す
。

　

染
や
織
や
刺
繍
の
技
術
は
創
作
の
た
め
に
学
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
れ
を
活
か
し
て
祭
礼
の
山
車
幕
な
ど
の
文

化
財
を
修
復
し
て
い
ま
す
。
津
波
で
被
災
し
た
陸
前
高

田
市
立
博
物
館
所
蔵
資
料
の
安
定
化
処
理
、
福
島
県
相

馬
郡
の
教
会
の
再
生
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

女
子
美
術
大
学
染
織
文
化
資
源
研
究
所
で
は
、
文
化

財
修
復
や
資
源
研
究
、
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
立
、
自
己
実
現
の
た
め
に
専
門
性
を
高
め
る
教
育
と

知
識
、
技
術
を
社
会
貢
献
の
た
め
に
活
か
す
姿
勢
は
、

志
津
の
教
え
が
生
き
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
大
学
・
短
大
で
は
一
年
生
が
学
校
史
を
学
び

ま
す
。
単
な
る
学
校
の
歴
史
で
は
な
く
て
、
佐
藤
志
津
、

横
井
玉
子
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
学
生
に
深
く
影
響

を
与
え
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

進
行
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先
生

髙
橋
直
子
先
生
へ
の
質
問

【
女
子
美
術
大
学
と
順
天
堂
・
佐
藤
家
の
関
係
】

　

志
津
の
後
、
進
が
校
主
・
校
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
志
津
と
進
の
養
子
の
達
次
郎
が
順
天
堂
第
四
代

堂
主
と
女
子
美
術
大
学
理
事
長
・
学
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
開
校
後
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
理
事
長
・
学
長
は

佐
藤
家
の
方
々
が
務
め
て
お
り
、
現
在
も
評
議
員
な
ど

私
立
女
子
美
術
学
校
で
の
功
績

　

最
初
の
入
学
式
が
明
治
34
年
4
月
1
日
に
本
郷（
東

京
都
文
京
区
）
の
校
舎
で
行
わ
れ
、
教
職
員
16
名
、
入

学
生
14
名
で
し
た
。

　

す
ぐ
に
経
営
難
に
な
り
、
玉
子
は
病
身
で
資
金
援
助

を
求
め
て
奔
走
し
、
文
蔵
は
東
京
美
術
学
校
で
の
報
酬

を
つ
ぎ
込
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
創
立
者

の
う
ち
の
二
人
が
学
校
を
去
り
、
出
資
金
の
返
済
を
請

求
さ
れ
、
廃
校
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
志
津

が
登
場
し
ま
す
。
二
人
の
出
会
い
は
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
創
立
当
時
か
ら
志
津
は
賛
成
員
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
34
年
11
月
に
文
蔵
・
玉
子
が
発
起
人
の
権
利
を

志
津
に
一
任
し
、
そ
の
指
揮
下
で
学
校
に
尽
く
す
と
い

う
誓
約
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
明
治
35
年
1
月
に
は
校

主
と
な
り
ま
す
。
翌
年
1
月
に
玉
子
が
順
天
堂
で
の
治

療
の
甲
斐
な
く
亡
く
な
り
、
明
治
37
年
、
文
蔵
が
校
長

を
退
職
す
る
と
、
志
津
が
校
主
に
加
え
て
第
二
代
校
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
当
時
の
学
校
規
則
に
は
、
校
主
・

校
長
・
舎
監
に
志
津
、
評
議
員
に
は
津
田
梅
子
の
名
前

が
あ
り
ま
す
。

　

最
大
の
課
題
は
、
資
金
不
足
で
し
た
。
志
津
と
進
が

有
力
者
に
寄
付
を
依
頼
す
る
書
簡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
舎
増
築
の
寄
付
を
求
め
る
書
簡
に
志
津
・
校
主
、
文

蔵
・
校
長
、
玉
子
・
舎
監
の
署
名
が
あ
り
、
賛
成
員
と

し
て
大
隈
重
信
や
渋
沢
栄
一
な
ど
の
有
力
者
、
旧
佐
倉

藩
主
の
堀
田
正
倫
の
名
前
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
明
治

35
年
に
校
舎
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
41
年（
１
９
０
８
）に
校
舎
と
寄
宿
舎
で
火
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
じ
本
郷
の
菊
坂
町
に
土

地
を
購
入
し
、
新
校
舎
建
築
を
計
画
し
ま
し
た
。
志
津

は
知
人
縁
者
か
ら
出
資
金
・
寄
付
金
を
募
り
、
自
分
の

調
度
品
や
衣
類
を
売
却
し
ま
し
た
。
当
時
の
人
々
に

「
志
津
校
長
は
自
分
の
着
物
を
脱
い
で
学
校
に
着
せ

た
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
明
治
42
年
、
菊
坂

校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

大
正
４
年（
１
９
１
５
）、
現
在
の
付
属
高
等
学
校
・

中
学
校
の
前
身
に
あ
た
る
附
属
高
等
女
学
校
を
創
立
し
、

初
代
の
校
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
後
に
私
立
佐
藤
高

等
女
学
校
と
名
前
を
改
称
し
て
い
ま
す
。

30ふうばいか



を
務
め
て
い
ま
す
。

大
類
久
恵
先
生
へ
の
質
問

【
梅
子
の
留
学
生
活
】

　

大
陸
横
断
鉄
道
が
あ
り
、
留
学
生
同
士
の
交
流
は

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
子
供
が
い
な
い
ラ
ン
マ
ン
夫
妻
に

我
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
両
親
と
は
手
紙
で
連
絡
し
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

【
梅
子
の
宗
教
】

　

留
学
時
に
早
く
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
ラ
ン
マ
ン

夫
妻
と
共
に
近
所
の
教
会
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

【
梅
子
の
結
婚
】

　

一
生
独
身
で
し
た
が
、
捨
松
が
結
婚
し
た
頃
に
、
結

婚
相
手
を
紹
介
さ
れ
た
が
、
結
婚
よ
り
女
子
高
等
教
育

機
関
の
設
立
に
尽
力
し
た
い
の
で
お
断
り
し
た
、
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

【
梅
子
の
資
金
】

　

国
内
の
名
士
か
ら
の
寄
付
だ
け
で
は
な
く
、
自
力
を

重
ん
じ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
委
員

会
の
よ
う
に
日
本
の
女
子
高
等
教
育
に
賛
同
し
て
資
金

援
助
が
あ
り
ま
し
た
が
、
宣
教
師
と
は
一
線
を
画
し
て

い
ま
し
た
。

村
川
庸
子
先
生
へ
の
質
問

【
梅
子
は
佐
倉
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
か
】

　

仙
が
江
戸
の
津
田
家
の
養
子
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
の

で
、
佐
倉
に
は
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。

【
な
ぜ
６
歳
で
留
学
し
た
の
か
】

　

姉
が
候
補
だ
っ
た
が
、
嫌
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
女
子
留
学
生
は
、
旧
幕
府
側
で
す
。
三
人
は
父
親

か
兄
に
外
国
渡
航
経
験
者
で
、
二
人
は
外
交
関
係
者
の

娘
で
し
た
。
海
外
事
情
に
精
通
し
て
い
た
の
で
娘
を
送

り
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。

「
明
治
の
女
子
教
育
と
佐
倉
」 
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先
生

　

明
治
33
年（
１
９
０
０
）に
女
子
の
高
等
専
門
教
育
を

目
指
す
三
つ
の
教
育
機
関
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
の
二
校
、
女
子
美
術
学
校
と
女
子
英
学
塾
に
佐
倉
ゆ

そ
の
娘
で
す
。
洋
学
者
手
塚
律
蔵（
山
口
県
周
防
出
身
）

は
攘
夷
論
者
の
追
求
を
受
け
、
佐
倉
藩
に
召
し
抱
え
ら

れ
ま
し
た
。
彼
自
身
も
維
新
後
は
開
成
学
校
教
授
を
経

て
維
新
後
外
務
省
に
出
仕
し
ま
す
が
、
他
方
で
江
戸
に

私
塾
又
新
堂
を
開
設
し
、
西
村
茂
樹
、
津
田
仙
、
西
周
、

木
戸
孝
允
、
新
島
襄
ら
門
人
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

塾
頭
で
あ
っ
た
西
周（
哲
学
者
、
啓
蒙
思
想
家
）も
津
和

野
藩
を
脱
藩
し
て
い
ま
す
が
、
手
塚
に
そ
の
能
力
を
高

く
買
わ
れ
、
義
弟
と
し
て
佐
倉
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
た

後
、
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
並
に
推
挙
さ
れ
ま
す
。

津
田
梅
子
の
留
学
を
支
え
た
人
々

　

梅
子
の
人
生
は
そ
の
節
々
で
父
で
あ
る
仙
に
導
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

仙
は
慶
応
３
年（
１
８
６
７
）に
幕
府
に
よ
り
派
遣
さ

れ
た
米
国
へ
の
使
節
団
に
通
訳
と
し
て
加
わ
っ
て
い
ま

す
。
女
児
誕
生
に
失
望
し
、
家
を
飛
び
出
し
た
、
帰
国

後
の
梅
子
の
西
洋
化
に
戸
惑
っ
た
と
い
う
逸
話
が
あ
り

ま
す
が
、
帰
国
後
に
日
本
語
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
梅
子

を
父
と
日
本
で
英
語
教
育
を
受
け
た
姉
が
助
け
、
彼
女

の
た
め
に
洋
館
を
建
て
て
生
活
を
気
遣
っ
た
と
い
う
話

も
あ
り
ま
す
。
梅
子
の
結
婚
を
考
え
て
い
な
い
と
捨
松

か
ら
批
判
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
娘
の
生

き
方
を
認
め
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
不
仲
説
は
、

後
で
面
白
く
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

梅
子
の
留
学
に
道
を
拓
い
た
の
は
、
仙
が
渡
米
時
に

出
会
っ
た
駐
米
公
使
の
森
有
礼
で
す
。
森
は
慶
応
元
年

に
薩
摩
藩
派
遣
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
ま
し
た
。
後
に

初
代
文
部
大
臣
に
な
り
、
西
村
茂
樹
ら
と
と
も
に
明
六

社
を
設
立
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。
仙
の
渡
米
の

数
年
後
、
森
は
米
国
視
察
中
の
、
同
じ
薩
摩
藩
出
身
で

北
海
道
開
拓
使
長
官
で
あ
っ
た
黒
田
清
隆
に
日
本
の
近

代
化
の
為
に
は
女
子
教
育
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き

ま
す
。
岩
倉
遣
欧
使
節
団
に
梅
子
ら
五
人
の
女
子
留
学

生
を
同
伴
さ
せ
た
の
は
黒
田
で
し
た
。
梅
子
は
森
の
下

で
働
い
て
い
た
ラ
ン
マ
ン
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
米

国
で
の
生
活
に
慣
れ
る
ま
で
世
話
を
し
た
の
は
、
父
と

共
に
又
新
堂
で
学
ん
だ
新
島
襄
で
し
た
。

　

華
族
女
学
校
校
長
だ
っ
た
西
村
茂
樹
も
佐
倉
藩
出
身

で
す
。
明
治
日
本
の
教
育
界
の
重
鎮
で
し
た
。
彼
は
し

ば
し
ば
福
澤
諭
吉
と
対
比
さ
れ
ま
す
。
福
澤
は
開
放
的
、

開
明
的
、
西
村
は
儒
教
的
、
伝
統
的
だ
と
言
わ
れ
、
福

澤
は
女
子
教
育
に
つ
い
て
も
、
兵
学
を
除
く
全
て
の
西

洋
諸
学
は
女
性
に
有
用
だ
と
説
い
て
い
ま
す
。
西
村
は
、

行
き
過
ぎ
た
西
洋
化
を
否
定
し
、
徳
育
を
重
ん
じ
る
教

育
の
必
要
性
を
強
調
し
ま
す
が
、
独
立
国
家
に
ふ
さ
わ

し
い
国
民
育
成
と
女
性
教
育
の
意
義
を
説
い
た
と
こ
ろ

は
福
澤
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
梅
子
の
二
度
目
の
留
学

の
際
に
華
族
女
学
校
を
休
職
扱
い
と
し
、
留
学
資
金
を

学
校
か
ら
支
援
し
た
の
も
西
村
で
し
た
。
米
国
で
教
育

を
受
け
た
梅
子
が
、
福
澤
よ
り
も
西
村
の
教
育
観
に
共

感
を
覚
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
も
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
す
。

お
わ
り
に

　

女
子
美
術
学
校
と
英
学
塾
に
は
共
に
女
子
高
等
教
育

の
発
展
を
願
う
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
身
近
な
と
こ

ろ
で
彼
女
ら
を
支
え
た
家
族
の
助
力
が
あ
り
ま
し
た
。

志
半
ば
で
倒
れ
た
横
井
玉
子
を
支
え
た
の
は
佐
藤
志
津
、

英
学
塾
設
立
を
目
指
す
津
田
梅
子
を
助
け
た
の
が
大
山

（
山
川
）捨
松
で
し
た
。
佐
藤
志
津
は
順
天
堂
三
代
目
の

佐
藤
進
の
妻
で
あ
り
、
彼
女
自
身
に
海
外
渡
航
の
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夫
の
進
は
明
治
政
府
派
遣
留
学
生

第
一
号
と
し
て
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
て
い
ま
す
。
仙
は
渡

米
時
に
小
中
学
校
の
見
学
も
行
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

男
子
と
机
を
並
べ
て
女
子
が
学
ぶ
姿
を
見
た
経
験
が

幼
い
娘
の
留
学
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

佐
倉
の
蘭
学
が
拓
い
た
地
平
は
、
日
本
社
会
の
閉
鎖

性
を
越
え
、
地
域
を
超
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国
際
的

な
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
翻
っ
て
現
在
の

日
本
の
女
子
教
育
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
医
大

の
入
試
で
の
女
子
受
験
生
へ
の
差
別
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
度
の
世
界
各
国
の
男
女
平
等
の
度

合
い
を
示
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
で

は
、
日
本
は
調
査
対
象
１
４
４
カ
国
中
１
１
４
位
、
前

年
度
よ
り
三
つ
順
位
を
落
と
し
て
過
去
最
低
と
な
っ
て

い
ま
す
。
佐
藤
志
津
や
津
田
梅
子
の
思
い
を
引
き
継
い

で
行
か
ね
ば
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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か
り
の
二
人
の
女
性
、
佐
藤
志
津
と
津
田
梅
子
が
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
女
子
美
術
学
校
の
創
立
者
で

あ
る
横
井
玉
子
の
思
い
を
山
崎
光
夫
の
『
二
つ
の
星
』

で
は
、「
女
子
の
職
場
を
確
保
し
、
女
性
の
自
立
を
図

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
学
校
を
建
て
た
の
で
す
。
そ
の

思
い
に
い
さ
さ
か
の
後
悔
も
動
揺
も
あ
り
ま
せ
ん
。」

と
描
い
て
い
ま
す
。
志
半
ば
で
倒
れ
た
横
井
の
後
を
引

き
継
い
だ
の
が
佐
藤
志
津
で
し
た
。
女
子
英
学
塾
の
津

田
梅
子
は
、「
教
師
で
あ
れ
主
婦
で
あ
れ
、
ど
の
よ
う

な
方
面
の
仕
事
で
あ
れ
、
高
尚
な
生
活
を
送
る
よ
う
に

努
力
を
し
て
下
さ
い
。
古
い
時
代
の
狭
量
さ
偏
屈
さ

を
皆
さ
ん
か
ら
追
い
払
い
、
新
し
い
こ
と
を
求
め
つ
つ
、

過
去
の
日
本
女
性
が
伝
統
と
し
て
伝
え
て
き
た
優
れ
た

も
の
は
、
す
べ
て
保
つ
努
力
を
し
て
下
さ
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
日
本
が
近
代
化
の
道
を
歩
み
始
め
た
ば
か

り
の
頃
で
し
た
。

佐
倉
の
文
化
的
風
土

　

佐
倉
の
文
化
的
風
土
が
こ
の
二
人
の
女
性
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
近
代

佐
倉
の
も
っ
て
い
た
国
際
性
で
し
た
。
藩
主
堀
田
正
睦

は
黒
船
来
航
時
の
老
中
で
、
開
国
へ
の
道
を
拓
き
ま
す
。

藩
政
改
革
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
蘭
学
が
奨
励
さ

れ
、
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
才
能
の
あ
る
者
に
は
学
び

の
機
会
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
蘭
語
の
習
得
、
医
学
、

砲
術
、
兵
学
に
始
ま
り
、
や
が
て
政
治
、
経
済
、
社
会
、

文
化
な
ど
広
範
な
拡
が
り
を
見
せ
ま
す
。
梅
子
の
父
、

仙
の
よ
う
に
英
語
の
習
得
を
目
指
し
、
海
外
に
赴
く
者

も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

佐
倉
の
洋
学
の
展
開
で
特
筆
す
べ
き
は
、
国
内
ば
か

り
で
な
く
世
界
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
し

た
。
長
崎
で
蘭
医
学
を
学
ん
だ
者
ば
か
り
で
な
く
、
多

く
の
藩
士
が
、
蘭
学
で
は
緒
方
洪
庵
、
砲
術
で
は
高
島

秋
帆（
長
崎
）、
兵
学
で
は
江
川
太
郎
左
衛
門（
伊
豆
韮

山
）
な
ど
の
元
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
兵
学
者
佐
久
間

象
山（
松
代
藩
）の
元
に
は
西
村
茂
樹
、
木
村
軍
太
郎
ら

14
名
の
佐
倉
藩
士
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
逆
に
藩
内

で
は
佐
藤
泰
然
が
医
院
兼
教
育
機
関
で
あ
る
佐
倉
順
天

堂
を
開
き
、
二
代
目
の
尚
中
が
長
崎
留
学
よ
り
帰
国
し

た
後
は
全
国
か
ら
門
下
生
を
集
め
ま
す
。
佐
藤
志
津
は

31 風媒花


